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第1部　佐藤 比呂二 先生　都留文科大学 教養学部学校教育学科 特任教授　
 講演　「教育について、話してみよう」
 

 ご紹介　   1961年生まれ。東京工業大学（現：東京科学大学） 理学部 卒業
 　　   　   1986年度より都立特別支援学校で知的障害教育と病弱教育に携わる。
　　　    　退職後、都留文科大学・学校教育学科・特任教授として、特別支援教職課程の
                 教員養成に関わり現在に至る。ときどきマジシャンになります…名前は「ボブチャンチン」

教育について、

　 話してみよう

2026年6月6日（土） 

対象　　障害の有無や種類にかかわらず ご家族・
　　　　支援者・関心のある方など どなたでも
　　　　ご参加いただけます

場所　　山梨県立大学看護学部　池田キャンパス
参加費　無料　　　＊安全上、託児はありません

家族、専門職みんなで地域での暮らしを考える山梨ダウン症フォーラムは
12回目を迎えます。講演とワークショップで開催します。

第2部　それぞれのグループでの話しあい と 全員での分かちあい
　　小グループに分かれて、日頃の疑問や伝えたいこと、何でも話して分かちあってみましょう。　
　　ファシリテーターの先生がサポートします！

　ファシリテーターの先生方（予定） あいうえお順

　 青柳 暁子 先生（山梨県立大学 人間福祉学部福祉コミュニティ学科）

　 砂澤 敦子 先生（中央市立玉穂南小学校下河東分校 山梨大学医学部附属病院 院内学級）

　　大津 雅之 先生（山梨県立大学　人間福祉学部福祉コミュニティ学科）

　 佐藤 比呂二 先生（都留文科大学 教養学部学校教育学科）

　 永田 真吾 先生（山梨大学大学院総合研究部 教育学域教育学系）

　 原 まゆみ 先生（はしば文庫主宰）

主催：日本ダウン症協会山梨県支部　芝草の会
共催：山梨県立大学
後援：山梨県　山梨県教育委員会　山梨日日新聞山梨放送　
　　　公益財団法人日本ダウン症協会

12:30▶16:30

　お申込み・お問い合わせは、右記のQRコードからお願いします。
　   第1部のみ、第2部のみの参加の場合は、フォームからお知らせください
　担当　山梨県立大学 看護学部 　石橋みちる　金井美希

【お申込み・
　　お問い合わせフォーム】

希望していたわけでなく、たまたま入った障害児教育の世界。
思うようにいかない子どもとのかかわり。考えても考えてもわからない子
どもの気持ち。そんな先の見えない子どもとの日々を繰り返しながらも、
（あっ、そんな風に思っていたのか）（えっ、そんな願いがあったのか）
と気づかされる瞬間がありました。 こだわりの強い子が、実は自分のこだ
わりを食い止めようと必死に葛藤していたと気づいたとき、不登校になっ
た子が自分の居場所を見つけて変わっていく姿を目の当たりにしたとき、
彼らのホントの願いは何かを教えられた思いがしました。
私の教員生活は、子どもから教えられたことばかりです。
一つ一つの出会いが大切なタカラモノ。
そんな子ども達の話を聞いていただければと思います。
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